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　　　女子 中学校の 生徒の 理科 に対する意識の 実態
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1． 問題の 所在と調査の 目的

　 女子は男子に比して ，小学校高学年か ら中学

校段 階に か け て ，理 科 に 対する興味，理 科 へ の

学習意欲，実験活 動 へ の 積極性などが顕著に 低

下することが 明らか にされて お り，この こ とが女子

学生 の 理 系専攻，延い て は女性 の 科学技術分野

参入の 遅滞を引き起こして い ると指摘されて い る。

そ の た め，女子 の 理 科 へ の 興味を高め ，積極的
な学習を促 進するた め の 方 策の 創出が急 務とさ

れ てい る 。 しか し， 現在まで の とこ ろ，内閣府や 文

部科学省 ， 民 間企 業など による，キ ャ リア教 育の

視点か らの 女性 の 科 学技術分野参入 と女子 の 理

系進 学 の 促 進 を 目指した学校外 で の 新たな取組

は開始されて い るもの の ，学校理 科教育にお け る

具体的な改善策 の 議論には至 っ て い な い。

　村松（1996＞による女子 学生 の 専攻分野の 選択

に関す る調査 か ら，理 系の 女 子 学生 に は 女子 中

学校 出 身者 が多い ことが 見出され ，女子 中学校

は共学 中学校 よりも，女子 の 理 系志 望 を支援する

環境 が整 っ て い るの で はな い か と指摘された。ま

た 諸外 国 にお い て も，女子 の 科学学習 の 敬遠を

改善する試み の 中に ， 科 学授 業 の 集団編成 に 関

する研究があり， 例えばドイツ で は ，男 女 別 の クラ

ス で物理授業を行う方が，男女ともに効果的で あ

るこ と，また，オ ー
ス トラリアで は男 女別 の クラス の

方が，科学教師 にとっ てジェ ン ダー包括的な科学

教授を容易に実践できるこ とが実 証され て い る。

　この ように女子 の 理 科学習 には ， 女子 の みの集

団編成 が 功を奏すこ とが示 唆され て い る。 女 子 の

理 科学習を促進するた め の 学校理科教育の 改善
を検討する にあた り， 女子 中学校にお ける理科教

育に そ の 促進 要因の
〜

端を見 出す こ とが で きると

予想されるが，女子 中学校 の 理 科教育の 特徴は

未だ明らか にされ て い ない
。 そ こ でまず本研 究で

は，女子 中学校 の 生徒 の 理 科お よび 理科学習に

対する意識や態度の 実態 を明らか にする。
2． 調査方法

　 2007 年 5H に神奈川県内の 私 立女子 中学校

の 2
，3年生（計 488人）を対象 に ， 理 科の 好き嫌い ，

理 科 の 学習意欲 ， 実験 へ の 積 極性 ， 理 科 の 日常

生活 へ の 有用 感 ， 理科 の イメ
ージ

， 理 科関連職業
へ の 就業意欲等に 関 して 質問紙 調査を行 っ た 。

3． 調査結果の概要

　本調 査の 質問紙には ， 教育課程実施状況調査

の 質問 紙調 査や ， 村松（2004）による中学生 の 理

科に 対 する関 心 に つ い て の 調 査とい っ た先行 調

査と同様 の 設問を取り入 れ ，共 学中学校も含んだ

全国的な女子 の 平 均値との 比 較を行 っ た。例え

ば，「理科 の勉強が 好きで ある」とい う設問に，「そ

う思う」あるい は 「どち らか とい えば そう思うjと答え

た中学 2 年生 女子 は 48．2％，本調 査の 女子 中学

校で は 46．6％ で ，ほ とんど差は 見られない c

一
方，

「

理 科 の 勉強は 大切で あるj，「目常生活で理 科

は役 に立 っ と思う」とい う設問に肯定的 に答えて

い る本調査 の 2 年生 は，それぞれ 63．5％，52．2％

と先行調査 よりも高く， 女子 中学校 の 生徒は理 科
を学ぶ意義を実感 して い るとい える。

こ れ らの こ と

から，女子 中学校 の 生徒 は理科 を学ぶ意義を感

じるだ けで は ，容易 に 理 科学習を好きにはならな

い ことが考えられる。また ，

一
般的に女子 は物理 ・

化学的な内容で ある第 1 分野 を苦手 とし，生物 ・

地学的な第 2 分野 を好ん で積極的に学習する傾

向が先行研 究か ら指摘 されて い る。しかし ， 女子

中学校の 生 徒には分野 による好き嫌 い の 差 は見
られ ず，女子 が 生 得的に 生物学的な学習内容を

得意 として い る とは 必 ずしもい えない こ とが 示唆さ

れた。調査 結果 の 詳細 は 発 表 に て 報告するが ，
今後，女子 中学校 の 生 徒 の 理科学習 の 実態か ら，
女子の 学習促進 の 要因を見 出し，共 学中学校に

お い て適用で きる よう検討しなけれ ばならない 。
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